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第
六
回
講
演
会
は
「
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
必
要
な
法
律
知
識
」
と

題
し
て
、
五
月
十
八
日
に
東
京
か

ら
高
村
浩
法
律
事
務
所
々
長
、
高

村
浩
先
生
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
先
生
は
弁
護
士
業
務

の
か
た
わ
ら
、
東
京
都
社
会
福
祉

協
議
会
運
営
の
痴
呆
高
齢
者
な
ど

の
相
談
機
関
「
す
て
っ
ぷ
」
で
、

法
律
相
談
を
十
年
来
担
当
さ
れ
る

な
ど
、
医
療
福
祉
、
介
護
保
険
な

ど
の
法
律
に
精
通
さ
れ
て
い
る
方

で
す
。
最
近
、
医
療
事
故
が
公
に

さ
れ
る
機
会
も
多
く
、
訴
訟
・
裁

判
に
い
た
る
こ
と
も
稀
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
達
介
護
支
援
専
門
員

の
法
知
識
は
、
自
ら
の
業
務
の
根

底
に
あ
る
介
護
保
険
法
で
さ
え
、

熟
知
す
る
に
は
至
ら
な
い
状
況
で

す
。
こ
の
苦
手
分
野
で
も
あ
る
法

律
を
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
介
護
保
険
法
施
行
か
ら

二
年
が
経
過
し
て
の
先
生
の
印
象

は
「
自
立
支
援
」
と
い
う
言
葉
が

色
あ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
上
肢

の
拘
縮
に
よ
り
食
事
摂
取
が
出
来

な
い
場
合
に
、
訪
問
介
護
で
食
事

を
食
べ
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
か
、

訪
問
リ
ハ
で
上
肢
の
拘
縮
を
改
善

さ
せ
よ
う
と
す
る
の
か
の
ど
ち
ら

を
選
ぶ
か
に
よ
っ
て
、
自
立
支
援

を
中
止
す
る
か
、
促
す
か
が
決
定

さ
れ
て
し
ま
う
。
確
か
に
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
立
案
す
る
際
に
前
者
の
発

想
に
立
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

も
う
一
点
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
利
用
者
か
ら
「
な
ぜ
」「
ど

う
し
て
」
と
根
拠
を
問
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。介

護
保
険
に
お
け
る
法
律
関
係

は
、
判
り
や
す
い
よ
う
に
資
料
よ

り
別
図
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
介
護
保
険
に
な
り
特
に
注

目
さ
れ
始
め
た
の
が
「
契
約
書
」

で
す
。
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
の
は
、
特
定
施
設
入
所
者
生

活
介
護
の
み
で
す
が
、
他
の
サ
ー

ビ
ス
で
も
作
成
す
る
の
は
利
用
者

と
事
業
者
の
ル
ー
ル
と
責
任
の
所

在
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
る
と

の
こ
と
。
先
生
は
こ
の
契
約
書
に

関
し
て
も
ご
自
身
が
作
ら
れ
た
も

の
を
資
料
で
示
さ
れ
、
簡
潔
で
判

り
や
す
く
、
か
つ
必
要
事
項
が
盛

り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後

私
達
が
作
成
す
る
上
で
の
指
針
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
介
護

事
故
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

も
言
及
さ
れ
、
実
際
の
裁
判
事
例

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

い
つ
自
分
の
周
囲
で
も
起
こ
り
か

ね
な
い
現
実
に
、
身
の
引
き
し
ま

る
思
い
と
通
常
で
の
リ
ス
ク
の
回

避
の
方
法
、
発
生
時
の
対
応
な
ど

の
検
討
課
題
が
認
識
で
き
ま
し

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
介
護
保

険
法
関
連
法
の
理
解
と
法
に
則
し

た
事
業
所
管
理
と
運
営
の
見
直
し

が
必
要
と
感
じ
ら
れ
た
ご
講
演
で

し
た
。

第
六
回
学
術
研
修
セ
ミ
ナ
ー
が

「
居
宅
療
養
管
理
指
導
」
と
題
し

て
、
三
月
二
十
四
日
徳
島
県
薬
剤

師
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
」
に
つ

い
て
薬
剤
師
の
川
添
哲
嗣
先
生
よ

り
、「
訪
問
栄
養
管
理
指
導
」
に
つ

い
て
管
理
栄
養
士
の
吉
田
結
花
先

生
よ
り
、「
訪
問
歯
科
診
療
・
訪
問

歯
科
衛
生
指
導
」
に
つ
い
て
歯
科

医
師
の
佐
藤
修
斎
先
生
・
歯
科
衛

生
士
の
那
賀
川
明
美
先
生
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

川
添
先
生
か
ら
は
、
薬
は
飲
み

さ
え
す
れ
ば
い
い
の
か
？
、
ま
た

飲
ま
せ
さ
え
す
れ
ば
い
い
の
か
。

薬
の
管
理
で
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
類
似
し
た
名
称
の
薬
、

使
用
が
禁
忌
又
は
注
意
の
薬
品
組

み
合
わ
せ
、
別
名
な
の
に
成
分
は

同
一
、
服
用
時
間
を
誤
る
と
危
険

な
も
の
、
複
数
病
院
受
診
者
の
薬

品
重
複
な
ど
、
ど
れ
も
チ
ェ
ッ
ク

が
必
要
で
あ
る
。
薬
剤
師
の
関
与

に
よ
る
効
果
と
し
て
、
安
全
性
の

確
保
（
危
険
を
知
っ
て
い
る
目
で

見
る
）、
服
用
状
況
を
個
々
の
患
者

に
応
じ
て
改
善
、
副
作
用
の
早
期

発
見
（
食
事
・
排
泄
・
睡
眠
を
聞

く
こ
と
に
よ
り
副
作
用
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
る
）、
隠
れ
た
情

報
の
発
掘
、
医
師
、
ケ
ア
マ
ネ
へ
の

情
報
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
、結

果
と
し
て
患
者
の
状
態
改
善
に
よ

り
自
立
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

居
宅
療
養
管
理
指
導
ま
で
の
流
れ

と
し
て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師

の
指
示
が
基
本
で
あ
る
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
に
含
ま
れ
て
い
な
く
て
も
よ

い
、
薬
局
と
医
師
間
の
み
の
連
携

で
は
な
く
チ
ー
ム
プ
レ
ー
と
し
て

患
者
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
で

あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

吉
田
先
生
か
ら
は
、
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
特
別
食
を
必
要
と

す
る
利
用
者
に
対
し
て
、
管
理
栄

養
士
が
医
師
の
指
示
に
基
づ
き
、

利
用
者
宅
を
訪
問
し
具
体
的
な
献

立
に
従
っ
て
実
技
を
伴
う
指
導
を

行
っ
た
場
合
に
、
一
月
に
二
回
を

限
度
と
し
て
算
定
で
き
る
。
一
回

の
指
導
に
要
す
る
時
間
は
三
十
分

以
上
と
す
る
が
、
実
際
に
は
一
時

間
は
必
要
で
あ
る
。
材
料
費
は
個

人
負
担
と
な
る
。
訪
問
栄
養
士
の

業
務
内
容
と
し
て
、
適
正
な
栄
養

量
の
算
定
と
栄
養
摂
取
の
調
査
、

正
し
い
栄
養
補
給
法
、
食
事
形
態

の
適
正
化
、
慢
性
疾
患
に
対
す
る

食
事
療
法
、
調
理
実
習
を
介
し
た

指
導
、
食
事
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
し

食
行
動
を
支
援
、
介
護
者
へ
の
援

助
、
治
療
用
食
品
・
経
腸
栄
養
剤
・

特
殊
食
品
・
食
材
宅
配
の
紹
介
や

活
用
法
が
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

佐
藤
先
生
か
ら
は
、
歯
科
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
は
、
歯
科
医
師
・
歯

科
衛
生
士
が
行
う
、
在
宅
で
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
（
ケ
ア

ハ
ウ
ス
は
可
能
）
に
行
う
、
医
科

と
歯
科
の
両
方
重
複
可
、
給
付
限

度
額
に
含
ま
れ
な
い
、
一
割
の
一

部
負
担
金
が
必
要
で
あ
る
、
月
一

回
算
定
が
で
き
る
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
改
正
に
よ
り
在

宅
に
お
い
て
は
、
常
時
寝
た
き
り

の
人
（
要
介
護
三
〜
五
）
に
限
定

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
そ
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
に
は

是
非
と
も
歯
科
医
師
も
呼
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

那
賀
川
先
生
か
ら
は
、
口
腔
ケ

ア
の
必
要
性
と
し
て
、
口
腔
疾
患

及
び
呼
吸
器
疾
患
の
予
防
、
口
腔

機
能
の
維
持
・
回
復
、
健
康
の
維

持
・
回
復
や
介
護
負
担
の
軽
減
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。
専
門
的
口
腔
ケ

ア
の
内
容
と
し
て
、
口
腔
保
健
指

導
（
要
介
護
者
及
び
介
護
者
に
行

う
）、
専
門
的
口
腔
清
拭
（
術
者
に

よ
る
口
腔
清
拭
）、
歯
科
医
師
の

指
導
の
も
と
で
行
う
薬
剤
散
布
、

口
腔
機
能
の
維
持
回
復
な
ど
が
あ

る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
参
加
者
が
少
な
く
残
念

な
気
が
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
に
反
映
さ
れ
な
い
為
、
そ

れ
ぞ
れ
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ

た
一
日
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

日 時 ５月１３日（１３時～１７時４５分） ５月１４日（９時～１７時４５分） ５月１５日（９時～１２時３０分）
場 所 東京・品川プリンスホテル 受講者 １５９名（徳島県２名）
受講に際しましては、県長寿社会課介護保険担当室・介護支援専門員協会の関係者の方々に厚くお
礼を申し上げます。
日時は三日間に、設定されていますが、実研修は２日間で、かなりハードスケジュールに、休憩も
そこそこに私語は全く無く、演者の一言一句も聞き漏らすまいの雰囲気でした。
記述資料が多くここに添付する事が困難でケアーマネジメントリーダ養成の概要を報告します。

研 修 目 的 介護支援専門員への支援活動を行なう上での必要な心構え、知識、技術を講義及び具体
的な活動事例、スーパービジョンに関する演習等を行なうことによって習得するととも
に、都道府県で同様の目的の研修を行なう際の指針を提示する。

講 義 � 「ケアーマネジメントリーダーの役割」
講師：矢野正治氏〔厚生労働省老健局振興課 シルバーサービス専門官〕

内 容 介護支援専門員をめぐる個々の課題を踏まえ、地域ネットワークの構築の必要性とケ
アーマネジメントリーダーの役割、具体的な活動法。

講 義 � 「地域ケアーネットワークとケアーマネジメントリーダー」
講師：國光登志子氏〔立正大学社会福祉学部助教授〕

内 容 在宅介護支援センター《制度発足１３年目》を中心とする地域ケアーシステムの中で、ケ
アマネジメントリーダが果たす役割を地域の実情に応じて発見する方法

セッション 「実践事例から学ぶ地域の中のケアーマネジメントリーダー活動」
コーディネーター 白澤政和氏〔大阪私立大学生活科学部教授〕
内 容 各地の実践事例を紹介し報告者・受講者相互の経験の交流を通して、ケアーマネジメン

トリーダー活動のあり方と方法を議論。

実践活動事例報告 ＊敬称略
�仙台市ケアーマネージャー支援センター〔報告者：南方順一郎仙台市介護保険課主幹〕
内容☆注目する点はケアーマネージャーの相談窓口設置（３７９事例＝給付管理から課題分析のツー

ルの使い方まで、他に市民相談も拒否しない）
☆積極的にケアーマネージャーの指導研修、市介護保険課と共催、前者の研修は当県と同回数。
☆居宅支援事業者特に小規模事業所を中心に巡回指導ケアーマネジャー業務実態調査等。ちな
みに課題分析実施で全く行わない割合は２４．４％もある、業務実態調査は介護報酬の改正要望
の根拠づくりの資料とする。

�社会福祉協議会における基幹型在宅介護支援センターの取り組み〔報告者：中尾晶美富山県氷見市
社会福祉協議会在宅介護支援センター局長〕

内容☆医師会・歯科医師会合同研究会４つの在宅介護支援センター等と定例会を実施
☆システムの改革提言や、処遇困難事例検討
☆介護支援専門員は単に介護サービス計画の立案だけでなく、総合的な視点での活動展開が必
要で住民からの信頼が不可欠である。

�雲南地域介護支援専門員協会取り組みと関係機関との連携〔報告者：藤原紳二木次町在宅介護支援
センターソーシャルワーカー〕

内容☆島根県９圏域総ての介護支援専門員連絡協議会・サービス事業者連絡会保険者・事業管理者
連絡会等広域に連絡・連携・情報・指導。
☆ケアーマネージャー講師のバンク化・現任研修のサポートが必要。

以上概要報告です。
※受講で感じた事はケアマネジメントリーダーは地域の実情を把握しその規模を問わず必要な提言と
連携、欠かせない“評価”を役割とし“法律”の遵守は業務と思われます。

平成１４年５月１５日 介護支援専門員協会学術部 花岡 姿子

第第
一一
回回
ケケ
アア
ママ
ネネ
ジジ
メメ
ンン
トト

リリ
ーー
ダダ
ーー
養養
成成
研研
修修
をを
受受
講講
しし
てて

徳
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

運
営
委
員

黒
田

景
子

去
る
五
月
十
三
日
か
ら
三
日
間
の
日
程

で
第
一
回
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
が
厚
生
労
働
省
よ
り
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
大
変
中
身
の
濃
い
内
容
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
、
伝
達
講
習
に
先
立
ち

ま
し
て
、
二
日
目
に
行
わ
れ
た
講
義
と
演

習
の
内
容
を
簡
単
に
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。ま

ず
朝
九
時
よ
り
、
対
人
援
助
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
有
名
な
奥
川
幸
子
先
生
が

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
の
実

践
」
と
題
し
て
約
一
時
間
半
に
わ
た
り

「
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
実
践
力
」「
実

践
家
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
ス
ー
パ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
」「
相
談
援
助
面
接
の
基
本
」
に

つ
い
て
図
表
を
用
い
な
が
ら
、
そ
の
日
に

行
わ
れ
る
演
習
の
意
図
・
目
標
お
よ
び
今

回
の
研
修
で
何
を
持
ち
帰
る
か
、
に
至
る

ま
で
ハ
キ
ハ
キ
と
明
確
に
講
義
さ
れ
ま
し

た
。
講
義
の
後
、
症
例
が
提
示
さ
れ
、
午

後
に
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
い
、
症

例
を
提
示
し
た
方
と
の
質
問
対
話
方
式
に

よ
り
解
決
方
法
を
導
き
出
し
て
い
く
、
と

い
う
も
の
で
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

は
、
自
分
が
問
題
に
対
し
て
担
当
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
代
わ
っ
て
動
く
も
の
で
は
な

く
、
担
当
者
を
叱
咤
激
励
す
る
で
も
な

く
、
何
が
足
り
な
い
か
・
ど
う
す
べ
き
か

を
い
か
に
気
づ
か
せ
る
か
、
が
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
と
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

気
づ
い
た
事
を
き
ち
ん
と
組
み
立
て
、
発

言
で
き
る
よ
う
援
助
す
る
こ
と
が
仕
事
で

あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
全
体
の
質
を
向

上
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
、
と
の
お
話

で
し
た
。

演
習
は
夕
方
五
時
半
ま
で
ぎ
っ
し
り
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て

は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
足
り
な
い
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
知
識
と
人
間
と
し
て
の
度
量

も
求
め
ら
れ
、
ま
た
や
り
が
い
の
あ
る
ポ

ジ
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
自

分
自
身
、
ま
だ
ま
だ
役
不
足
で
は
あ
り
ま

す
が
、
今
回
の
研
修
で
得
た
も
の
を
少
し

で
も
多
く
伝
達
講
習
で
き
る
よ
う
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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第第
一一
回回
ケケ
アア
ママ
ネネ
ジジ
メメ
ンン
トト
リリ
ーー
ダダ
養養
成成
研研
修修
受受
講講
報報
告告

平平
成成
十十
三三
年年
度度

第第
六六
回回
学学
術術
研研
修修
セセ
ミミ
ナナ
ーー
報報
告告

平
成
十
三
年
度

介
護
支
援
専
門
員
協
会
研
修
会
報
告

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
必
要
な
法
律
知
識
」

都道府県知事 市町村

� � �

居宅介護支援事業者 利用者
�

� � �

管理者 ケアマネジャー
�

介護保険下の法律関係
� 指 定：介護保険法７９条等
� 支 給：介護保険法４０�、４６（４）等。
� 保険関係：介護保険法９等。
� 利用契約：重要事項説明書、契約書。介護保険法令が利用契

約を規制している。重要事項説明書の作成自体、
前記平成１１厚令３８号４条で定められている。

�、� 労働契約：就業規則、労働基準法その他の労働法。また、
前記平成１１厚令３８号１８条、１９条、２１条等。

� 契約履行：ケアマネジャー個人と利用者との間には契約関係
はない。ケアマネジャーは、事業者と利用者との
間の�の契約にもとづく、事業者のサービス提供
を実現（補助）する地位にある

� 管理監督：就業規則。また、前記平成１１厚令３８号１７条等。

講 演 会

（１）平成１４年６月２０日 第７号徳島県介護支援専門員協会ニュース
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介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
て
三
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
格

差
や
一
次
判
定
結
果
の
不
具
合
な
ど
の

様
々
な
改
善
点
や
新
た
な
対
応
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
こ
の
介
護
保
険
で
す
が
、

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
を
第
一
義
に
考

え
、
各
分
野
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
作

業
療
法
士
会
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
県
の
作
業
療
法
士
も
よ
う
や
く
一

七
〇
人
と
な
り
ま
し
た
が
、経
験
五
年

未
満
の
会
員
が
多
く
、
日
頃
の
所
属
病

院
・
施
設
内
で
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や

研
修
・
学
会
等
を
通
じ
て
、
会
員
間
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

更
に
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す

る
作
業
療
法
士
は
少
な
く
、
実
際
に
プ

ラ
ン
の
策
定
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
る

者
は
ご
く
僅
か
な
の
が
現
状
で
す
。
こ

の
こ
と
は
、
介
護
保
険
の
シ
ス
テ
ム
理

解
の
た
め
の
資
格
取
得
者
が
多
い
傾
向

に
あ
り
、
現
行
制
度
の
中
で
は
介
護
支

援
専
門
員
の
資
格
よ
り
も
作
業
療
法
士

の
資
格
で
勤
務
す
る
形
態
が
ま
だ
ま
だ

多
い
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
勤
務
し
て
い
る
領
域
と
し
て

も
身
体
障
害
か
ら
精
神
障
害
、
発
達
障

害
と
幅
が
広
く
、
こ
の
介
護
保
険
に
対

し
て
は
、
様
々
な
障
害
を
含
め
た
地
域

支
援
の
中
の
重
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

位
置
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス

の
中
で
も
訪
問
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
作
業
療
法
士
が
関
わ
る
こ

と
の
多
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
機
能
を

維
持
し
つ
つ
人
が
活
動
す
る
こ
と
に
注

目
し
て
交
流
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
ま
す
が
、
臨
床
現
場
の
抱
え

る
問
題
は
多
岐
に
渡
る
た
め
対
応
が
後

手
に
回
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。
利

用
者
と
家
族
が
持
つ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
評
価
し
、
動
作
の
手
順
や
環
境
を
改

善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
質
の
高
い
日
常

生
活
が
営
ま
れ
る
よ
う
、
生
活
再
構
築

の
段
階
で
よ
り
適
合
し
た
福
祉
用
具
や

住
宅
改
修
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
日
常
生

活
に
よ
り
密
着
し
た
対
応
は
私
達
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
生
か
せ
ら
れ
る
領
域
で
す
。

し
か
し
本
県
で
は
、
県
南
や
山
間
部
の

サ
ー
ビ
ス
と
市
街
地
サ
ー
ビ
ス
の
地
域

格
差
が
著
し
く
、
資
源
の
充
実
と
連
携
、

利
用
者
へ
の
適
格
な
情
報
提
供
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員
協
会
は
他
職
種
に

よ
り
基
盤
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

協
会
の
活
動
が
よ
り
活
発
に
で
き
ま
す

よ
う
、
さ
ら
に
徳
島
県
全
体
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
貢
献
で
き
る
よ
う
微
力
な
が

ら
ご
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
て
三
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
介
護
保
険
ス
タ
ー
ト

時
は
、
契
約
と
い
う
初
め
て
の
制
度
に

慣
れ
ず
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
か
ら

の
依
頼
を
受
け
て
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
と

時
間
の
調
整
で
と
に
か
く
訪
問
を
開
始

し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
個
々

の
ヘ
ル
パ
ー
も
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
つ
い
て
十
分
な
把
握
が
で
き
て

い
な
い
こ
と
も
あ
り
、研
修
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
業
務
の
中
に
身
体
介
護
を

含
ん
で
い
る
の
に
、
利
用
者
の
負
担
金

軽
減
の
た
め
に
、
家
事
援
助
と
さ
れ
た

プ
ラ
ン
や
、
生
活
に
必
要
な
支
援
以
上

の
家
事
援
助
の
提
供
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

訪
問
介
護
は
、
重
点
と
す
る
支
援
だ

け
を
提
供
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
者
の
生
活
に
入
り
、
信
頼
を
得
る

よ
う
努
め
、
生
活
全
般
を
把
握
し
て
の

業
務
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
、
在

宅
生
活
の
支
援
の
一
番
だ
と
自
負
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
い
つ
も
、
自

立
支
援
を
め
ざ
し
、
支
援
の
バ
ラ
ン
ス

を
心
が
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
は
い
け
ま

せ
ん
。
そ
の
調
整
の
中
心
役
が
介
護
支

援
専
門
員
だ
と
思
い
ま
す
。

利
用
者
が
求
め
て
い
る
支
援
は
、

個
々
に
違
い
ま
す
。
介
護
支
援
専
門
員

は
、
医
療
と
福
祉
を
統
合
す
る
介
護
保

険
に
、
広
い
知
識
で
対
応
し
、
自
立
支

援
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
的
確
に
と
ら

え
、困
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
、
何
を

必
要
と
し
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
に
支

援
す
る
の
か
を
各
事
業
所
へ
伝
え
、
同

じ
視
点
で
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
細
か
い
調
整
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
一
つ
に
つ
な
が
る

よ
う
、
話
し
合
い
の
場
も
必
要
で
す
。

そ
の
中
心
に
な
り
進
め
て
い
く
の
も
、

介
護
支
援
専
門
員
だ
と
思
い
ま
す
。

三
年
目
の
今
、
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会
は

原
点
に
か
え
り
、
利
用
者
支
援
の
た
め

の
介
護
保
険
と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
互
い
に
連
絡
を
取
り
あ
っ
て
よ
り
よ

い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
介
護
支
援
専
門

員
も
常
に
多
忙
の
中
、
細
か
い
対
応
が

困
難
な
現
状
と
察
し
ま
す
が
、
競
争
や

利
益
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
従
来
の
本

質
「
医
療
と
福
祉
の
原
点
」
を
忘
れ
な

い
よ
う
、
心
の
触
れ
合
う
支
援
を
と
も

に
め
ざ
し
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
中
心
に
な
る
介
護
支
援
専

門
員
協
会
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

平
成
十
四
年
四
月
十
五
日
、『
介
護
保
険
適
応

型
「
津
田
式
ケ
ア
プ
ラ
ン
ソ
フ
ト
」
の
開
発
』
に

つ
い
て
、
第
四
十
三
回
創
意
工
夫
功
労
者
と
し
て

「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
頂

き
恐
縮
致
し
て
お
り
ま
す
。

最
初
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
賞
な
の
か
も
知
ら
な

く
て
全
国
の
表
彰
者
リ
ス
ト
を
見
せ
て
い
た
だ
い

て
も
ピ
ン
と
こ
ず
、
胸
に
あ
っ
た

の
は
今
ま
で
の
数
年
間
の
苦
労
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
と
今
が
ス
タ
ー
ト
だ

と
い
う
実
感
で
し
た
。

受
賞
式
が
執
り
行
わ
れ
た
四
月

十
九
日
は
、
私
の
母
に
と
っ
て
思

い
出
の
日
で
し
た
。
五
十
年
前
、

祖
父
が
突
然
出
先
の
奈
良
県
で
亡

く
な
っ
た
同
じ
日
、
五
十
歳
で
他

界
し
た
祖
父
と
同
じ
年
齢
に
孫
の

私
が
賞
を
頂
い
た
の
で
す
。
偶
然

と
は
思
え
ず
祖
父
の
導
き
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
…
と
不
思
議
な
感
動

を
覚
え
ま
し
た
。

思
え
ば
、
研
究
に
没
頭
す
る
あ
ま
り
後
先
も
考

え
ず
蓄
え
も
な
い
の
に
、
ソ
フ
ト
作
成
と
自
費
出

版
に
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
の
無
謀
で
無
計
画
な

行
動
で
し
た
。
そ
う
さ
せ
た
の
は
、
厳
し
い
現
場

で
頑
張
る
ス
タ
ッ
フ
の
勇
姿
に
心
打
た
れ
た
こ
と

と
、
こ
の
人
達
の
努
力
が
報
わ
れ
る
よ
う
な
ツ
ー

ル
や
シ
ス
テ
ム
を
作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
し

た
。
そ
し
て
、
屈
折
の
数
年
、
随
分
と
恩
師
、
施
設

ス
タ
ッ
フ
や
関
係
者
の
方
々
、
友
人
ら
に
救
っ
て

頂
き
、
残
り
の
人
生
で
何
か
人
の
役
に
た
て
る
こ
と

が
で
き
る
な
ら
悔
い
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。五

年
前
、
心
臓
疾
患
で
苦
し
み
な
が
ら
十
数
年
余

り
在
宅
で
闘
病
し
た
父
が
他
界
し
ま
し
た
。
父
は
二

人
の
娘
に
口
癖
の
よ
う
に
「
思
っ
た
こ
と
は
、
女
だ

か
ら
と
遠
慮
す
る
こ
と
な
い
。
し
っ
か
り
や
り
な
さ

い
！
」
と
言
い
育
て
た
か
ら
か
、

心
配
し
て
い
て
も
何
も
口
に
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
お
墓
に
今
春

お
詫
び
と
お
礼
を
申
し
ま
し
た
。

考
案
し
た
「
津
田
式
ケ
ア
プ
ラ

ン
」
は
、
各
職
種
別
の
チ
ェ
ッ
ク

画
面
に
入
力
し
て
も
ら
い
、
利
用

者
や
家
族
か
ら
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を

頂
き
担
当
者
が
入
力
、
全
職
種
が

入
力
を
終
了
す
る
と
数
種
類
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
表
が
瞬
時
に
作
成
で

き
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

プ
リ
ン
ト
し
た
各
ア
セ
ス
メ
ン
ト

表
の
結
果
を
精
査
し
、
用
意
し
た

必
要
な
ケ
ア
を
選
定
す
る
と
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

表
」
が
自
動
的
に
作
成
さ
れ
る
の
で
総
合
目
標
を
加

え
れ
ば
会
議
用
の
素
案
が
仕
上
が
り
ま
す
。
こ
れ
を

合
議
又
は
各
職
種
に
回
覧
し
、
さ
ら
に
意
見
の
追
加

や
変
更
を
加
え
て
も
ら
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
完
成
し
ま

す
。
こ
の
方
法
で
す
と
ス
タ
ッ
フ
は
業
務
の
合
間
を

利
用
し
て
の
入
力
や
担
当
者
会
議
が
可
能
で
す
。
次

に
、
各
職
種
が
分
担
し
て
ケ
ア
に
移
り
ま
す
が
、
数

枚
あ
る
計
画
表
を
毎
回
確
認
し
た
り
各
デ
ス
ク
別
に

用
意
す
る
困
難
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
入
力

し
た
デ
ー
タ
ー
を
有
効
活
用
し
、
職
種
別
に
関
係
す

る
事
項
を
ト
リ
ガ
ー
し
、
か
つ
、
必
要
な
情
報
は
共

有
す
る
「
実
施
表
」
を
考
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
各

職
種
別
に
カ
ー
デ
ッ
ク
ス
に
入
れ
、内
容
を
確
認
し
つ

つ
効
率
良
く
ケ
ア
や
利
用
者
の
状
態
を
記
録
す
る
よ

う
な
仕
組
み
に
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
十
一
年
よ

り
エ
ミ
ー
ル
ソ
フ
ト
開
発
に
加
わ
っ
て
頂
き
、
随
分

無
理
難
題
を
お
願
い
し
仕
上
が
る
度
に
整
合
性
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
部
分
修
正
を
加
え
な
が
ら
進
め
て

き
ま
し
て
、
納
得
で
き
る
仕
上
が
り
ま
で
約
二
年
程

か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
の
販
売
は
、
開
発
と
は
別
の
エ
ヌ
エ
ム
エ

ス
と
い
う
会
社
が
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
二
年

五
月
か
ら
の
二
年
間
只
の
一
本
も
売
れ
な
か
っ
た
そ

う
で
平
成
十
四
年
四
月
三
日
を
も
っ
て
販
売
か
ら
降

り
ら
れ
ま
し
た
。
四
月
五
日
か
ら
は
「
津
田
式
ケ
ア

プ
ラ
ン
ラ
イ
ト
」
と
名
称
も
変
わ
り
￥
一
五
、
〇
〇

〇
円
と
い
う
破
格
の
値
段
で
エ
ミ
ー
ル
ソ
フ
ト
開
発

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
価
格
は
、
私
達
の
小
遣
い
を
始
末
す
れ
ば
買
え
る

破
格
の
値
段
で
す
。
又
無
料
で
五
人
ま
で
作
成
で
き

る
ソ
フ
ト
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。
開
発
に
費

や
し
た
労
苦
を
も
の
と
も
せ
ず
愚
痴
の
ひ
と
つ
も
な

い
川
竹
社
長
の
気
っ
ぷ
の
よ
さ
に
感
服
致
し
ま
し

た
。
感
謝
の
一
言
に
つ
き
ま
す
。

職
場
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
次
々
に
考
案
試
用
す
る

様
式
や
仕
組
み
に
、
車
輪
の
両
輪
の
ご
と
く
協
力
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
場
の
意
見
や
課
題
が
手
近

に
あ
っ
て
こ
そ
実
用
性
や
妥
当
性
を
推
し
量
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
「
津
田
式
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
は
完
成
で
は
な

く
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
も
変
容
し
て
お
り
ま
だ
ま
だ
工

夫
や
改
善
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
新
た
な
発
展

を
目
指
し
研
鑽
し
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
行
き
た
い
、

そ
れ
が
祖
父
や
父
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

対
す
る
報
恩
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

は
や
二
年
が
経
過
し
、
三
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
介
護
保
険
制
度
で
は
三

年
と
い
う
期
間
は
、
一
つ
の
区
切
り

の
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
者
は
、
三
年
ご
と
に
五
年
を

一
期
と
し
た
介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
量
等
を

見
込
む
こ
と
に
よ
り
、
向
こ
う
三
年

間
の
保
険
料
を
定
め
ま
す
。

現
在
、
各
保
険
者
は
平
成
十
五
年

度
を
起
点
と
す
る
第
二
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
策
定
に
取
り
掛
か
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

小
松
島
市
に
お
い
て
は
、
過
去
二

年
間
の
保
険
給
付
の
実
績
か
ら
推
し

量
る
と
、
次
の
三
年
間
の
保
険
給
付

は
現
在
の
計
画
値
を
大
き
く
上
回
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
見
込
ど
お
り
に
推
移
す

る
と
、
次
の
三
年
間
の
保
険
料
基
準

額
は
現
在
よ
り
高
額
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
す
。

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
ど
し
ど
し
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
し
か
し
、

そ
の
た
め
に
は
応
分
の
保
険
料
の
負

担
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
各
保
険
者
は

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

保
険
料
負
担
を
い
か
に
低
く
設
定

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
多

く
の
保
険
者
が
頭
を
痛
め
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
は
、

小
規
模
保
険
者
が
解
決
で
き
る
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
、

社
会
保
障
制
度
を
総
括
す
る
中
で
、

国
民
負
担
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
た

だ
か
な
い
こ
と
に
は
、
老
人
保
健
福

祉
計
画
並
び
に
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で

す
。

徳
島
県
作
業
療
法
士
会
会
長

岩

佐

英

志

文文
部部
科科
学学
大大
臣臣
賞賞
をを
受受
賞賞
しし
てて

〜〜
介介
護護
保保
険険
適適
応応
型型
『『
津津
田田
式式
ケケ
アア
ププ
ララ
ンン
ソソ
フフ
トト
』』
のの
開開
発発
〜〜

徳徳
島島
県県
介介
護護
支支
援援
専専
門門
員員
協協
会会
副副
会会
長長

津津
田田

祐祐
子子

徳
島
県
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会

多

田

美
都
代

小
松
島
市

第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
て

徳
島
県
作
業
療
法
士
会
の
今
年
度
活
動

計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
機
能
訓
練
事
業
の
講
師
派
遣

十
四
年
四
月
〜
十
五
年
三
月

牟
岐
・
海
部
・
海
南
・
宍
喰
・
美
馬
・

貞
光
・
東
祖
谷
山
村

二
、
作
業
療
法
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

十
四
年
七
月

主
に
県
内
高
校
生
対
象
（
一
般
参
加
可

能
）

三
、
第
四
回
作
業
療
法
作
品
展十

五
年
三
月

県
内
病
院
施
設
の
患
者
の
方
々
が
作
成

さ
れ
た
作
品
を
五
〇
〇
点
以
上
展
示

四
、
第
四
回
市
民
公
開
講
座十

四
年
十
一
月
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皆
様
今
日
は
。

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

さ
わ
や
か

徳
島
�
で
す
。

常
日
頃
は
、
何
か
と
ご
支

援
、
ご
指
導
下
さ
り
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、�
さ

わ
や
か
徳
島
�
も
八
年
目
を
迎

え
、
社
会
の
福
祉
ニ
ー
ズ
が
大

き
く
変
革
す
る
中
、
流
動
的
に

団
体
活
動
づ
く
り
を
し
て
参
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
当
初
七
名

か
ら
出
発
し
た
、
こ
の
指
と
ま

れ
の
草
の
根
活
動
は
、
会
員
三

二
〇
名
と
優
し
い
仲
間
が
増
え

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
し
て
は
、
こ
じ
ん
ま
り
し
た

団
体
で
す
が
、
活
動
を
と
お
し

て
、近
隣
の
ふ
れ
あ
い
活
動（
助

け
合
い
活
動
）
が
徳
島
の
地
に

広
ま
る
鼓
動
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。
二
年
前
、
介
護
保
険
制

度
が
発
足
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
成

立
。
市
民
活
動
と
し
て
の
�
さ

わ
や
か
徳
島
�
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二

十
一
世
紀
。
人
々
は
、
人
も
小

鳥
も
森
も
大
切
に
し
た
い
と
心

豊
か
な
時
代
を
求
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
超
高

齢
社
会
や
少
産
化
、
経
済
の
落

ち
込
み
な
ど
、
社
会
の
課
題
は
山

積
で
す
。

そ
ん
な
中
、
人
々
の
福
祉
に
対

す
る
文
化
は
高
ま
り
、
よ
り
個
人

の
尊
厳
を
守
る
福
祉
や
医
療
へ
と

変
革
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
人
々
の
ニ
ー
ズ
を
満

た
す
こ
と
は
、
今
の
行
政
だ
け
で

は
と
て
も
不
可
能
で
、
行
政
や
企

業
・
市
民
な
ど
み
ん
な
で
人
づ
く

り
や
環
境
づ
く
り
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
さ
わ
や
か
徳
島
�
の
活
動
理
念

は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
（
自
由
度
の
拡

大
）
は
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い
や

生
き
方
を
大
切
に
す
る
こ
と
へ
の

取
り
組
み
で
す
。

私
達
の
主
な
活
動
内
容
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
介

護
保
険
事
業
（
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
訪

問
介
護
・
通
所
介
護
・

居
宅
介
護
支
援
と
四
事

業
）
・
二
級
ヘ
ル
パ
ー

養
成
研
修
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
を
支
援
す
る
会
（
す

だ
ち
ネ
ッ
ト
２１
）
な
ど

で
す
が
、
介
護
保
険
事

業
は
、
イ
ン
ホ
ー
マ
ル

ケ
ア
と
ホ
ー
マ
ル
ケ
ア

を
ド
ッ
キ
ン
グ
し
た
形
を
と
り
、

日
本
一
こ
じ
ん
ま
り
と
、
質
の
高

い
ケ
ア
�
の
提
供
を
夢
と
し
て
い

ま
す
。ま
た
、ヘ
ル
パ
ー
研
修
は
、

近
隣
の
二
級
ヘ
ル
パ
ー
養
成
一
〇

〇
名
達
成
を
目
的
に
三
年
前
か
ら

取
り
組
み
ま
し
た
が
、
も

う
九
〇
名
近
く
養
成
し
目

的
ま
で
後
一
歩
で
す
。
人

は
優
し
さ
の
遺
伝
子
を

持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。�
さ

わ
や
か
徳
島
�
は
、
そ
の

優
し
い
遺
伝
子
を
刺
激
し

な
が
ら
、
愛
す
る
徳
島
の

地
を
よ
り
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
優
し
い
町
と
し
て
の

町
づ
く
り
活
動
を
致
し
ま

す
。
そ
し
て
、
楽
し
い
ゆ

と
り
の
あ
る
活
動
を
と
お

し
、
近
隣
の
新
し
い
ふ
れ

あ
い
活
動
を
広
め
深
め
て

い
く
こ
と
を
お
約
束
致
し

ま
す
。

事
業
の
目
的
及
び
内
容

介
護
保
険
制
度
か
ら
二
年
が

過
ぎ
ま
し
て
、
特
別
老
人
ホ
ー

ム
の
他
、
在
宅
介
護
・
介
助
全

般
に
対
し
て
は
、
利
用
者
の
方

が
ほ
ぼ
満
足
し
つ
つ
あ
る
中
、

病
院
な
ど
に
行
き
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

車
い
す
対
応
を
完
備
し
た
交
通

機
関
が
乏
し
く
、
移
動
手
段
が

な
い
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
弊
社
は
、
身
体

障
害
者
及
び
要
支
援
・
要
介
護

状
態
に
あ
る
高
齢
者
に
対
し
、

適
性
な
指
定
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
一
方
、
移
乗
・
移

動
・
移
送
に
対
し
て
も
利
用
者
や

そ
の
家
族
の
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
違
反
な
く
安
全
で
信
頼
性
の

あ
る
外
出
援
助
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
目
的
の
も
と
新
規
参

入
い
た
し
ま
し
た
。

利
用
者
の
自
宅
か
ら
の
身
体
介

護
に
始
ま
り
、
病
院
な
ど
目
的
地

へ
の
移
送
、
ま
た
は
院
内
介
助
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
日
々
提
供
す
る

傍
ら
で
、
利
用
者
や
そ
の
家
族
か

ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
、
開
業
か

ら
四
ヵ
月
経
ち
ま
し
て
利
用
契
約

者
数
は
約
一
二
〇
名
に
も
上
り
ま

し
た
。
利
用
者
の
地
域
住
民
や
介

護
事
業
全
般
の
関
係
者
に
弊
社
の

目
的
を
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
、
事

業
所
と
し
て
の
力
量
を
問
わ
れ
る

こ
と
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
も
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
従
業
員

一
同
心
掛
け
る
と
と
も
に
ま
い
進

し
て
い
く
次
第
で
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
�
さ
わ
や
か
徳
島
�

副
理
事
長

麻
野

信
子

有限会社 ヘルパーステーションふじ
住 所：徳島県徳島市不動西町２丁目１５９４番地
事 業 内 容：介護・移送サービス事業
事業設立日：２００１年６月２５日
事業開始日：２００２年１月２２日
代表取締役：藤岡泰廣
従 業 員 数：８名

施
設
委
員
会
の
単
独
研
修
と

し
て
（
実
に
今
ま
で
は
共
催
企

画
の
み
で
あ
っ
た
…
）
施
設
見

学
研
修
会
を
企
画
し
た
と
こ

ろ
、
参
加
希
望
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
盛
況
の
う
ち
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

偏
に
見
学
を
心
安
く
お
引
き
受

け
頂
い
た
各
施
設
（
蓬
莱
荘
・

悠
心
館
・
鳴
門
山
上
病
院
）
の

お
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
参
加
者
か
ら
感
想
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
の
内
の
い
く
つ
か
を
こ

こ
で
紹
介
し
て
み
ま
す
。

�
見
学
会
に
参
加
し
、
自
施

設
と
の
違
い
や
考
え
方
、
方
針

等
に
ふ
れ
、
と
て
も
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
今
後
の
施
設
の

方
針
や
自
分
の
活
動
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�
施
設
を
見
学
す
る
機
会
が

少
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
と

て
も
意
義
あ
る
二
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
利
用
者
へ
の
心
遣
い

を
施
設
に
入
っ
た
と
た
ん
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
マ
ン

ネ
リ
化
し
つ
つ
あ
る
当
施
設
の

ケ
ア
方
法
を
見
直
す
良
き
研
修

が
出
来
ま
し
た
。�

�
ま
ず
施
設
内
に
嫌
な
臭
い

が
な
い
の
が
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
音
楽
療
法
も
病
院

で
は
ラ
ジ
オ
を
つ
け
る
位
し
か

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
考
え
方
を
変
え
る
と
良
い

方
法
が
あ
る
ん
だ
と
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。�

�
運
営
さ
れ
て
い
る
中
心
の

方
が
、職
員
の
苦
労（
大
変
さ
）

を
良
く
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
感
心
し
ま
し
た
。
現
場
で
頑

張
る
者
に
と
っ
て
は
毎
日
毎
日

が
大
変
で
す
。
ど
ん
な
に
新
し

い
介
護
用
品
が
開
発
さ
れ
て

も
、
人
間
の
真
心
に
優
る
物
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
介
護
者
か

ら
頂
き
、
そ
し
て
我
々
介
護
者

は
利
用
者
や
上
司
の
方
々
か
ら

の
励
ま
し
や
優
し
い
言
葉
に

よ
っ
て
、
明
日
へ
の
力
に
な
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。�

�
施
設
内
も
明
る
く
、ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
も
積
極
的
に
仕
事
に

取
り
組
み
、
一
人
一
人
の
こ
と

を
真
剣
に
考
え
て
の
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
等
、
大
変
感
心
い
た
し

ま
し
た
。�

今
回
、
施
設
見
学
研
修
会
を

実
施
し
て
、
皆
さ
ん
施
設
の
情

報
に
飢
え
て
い
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
隣
の
芝
生
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。」と
始
め
た

こ
の
企
画
、
こ
れ
か
ら

も
定
期
的
に
開
催
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ど
う
か
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

施施
設設
見見
学学
研研
修修
会会
をを
実実
施施
しし
てて

施

設

委

員

会

お
年
寄
り
は
、
複
数
の
病
気
を

も
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
投
与

さ
れ
て
い
る
薬
の
種
類
も
多
い
こ

と
か
ら
、
正
し
く
薬
を
服
用
す
る

こ
と
は
、
と
て
も
重
要
で
す
。
最

近
は
、
複
数
の
医
療
機
関
か
ら

様
々
な
薬
が
出
さ
れ
て
い
た
り

（
薬
の
重
複
）、
大
衆
薬
や
健
康
食

品
な
ど
と
の
飲
み
合
わ
せ
（
相
互

作
用
）
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
年
寄
り
は
薬
の
代
謝

機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
副
作
用
の
発
現
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

薬
剤
師
が
行
う
居
宅
療
養
管
理

指
導
で
は
、
寝
た
き
り
な
ど
で
通

院
が
出
来
な
い
お
年
寄
り
の
自
宅

を
訪
問
し
て
、
病
院
で
処
方
さ
れ

て
い
る
薬
に
つ
い
て

◎
薬
の
効
果
の
確
認

◎
副
作
用
が
出
て
い
な
い
か
ど
う

か
の
確
認

◎
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
の

チ
ェ
ッ
ク

◎
服
薬
状
況
の
確
認

◎
薬
の
保
管
状
況
の
確
認
な
ど
を

し
ま
す
。

ま
た
、

◎
服
用
時
間
ご
と
の
薬
の
一
包
化

◎
服
用
し
や
す
い
剤
形
へ
の
変
更

◎
服
用
ゼ
リ
ー
、
オ
ブ
ラ
ー
ト
の

使
用

◎
服
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
な

ど
、
薬
を
飲
み
や
す
く
す
る
た

め
の
工
夫
も
考
え
て
い
き
ま

す
。

処
方
せ
ん
調
剤
や
大
衆
薬
の
販

売
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
保
険
・

医
療
・
福
祉
の
方
た
ち
と
連
携
を

し
な
が
ら
、
お
年
寄
り
が
安
心
し

て
自
宅
で
療
養
で
き
る
よ
う
に
薬

剤
師
も
在
宅
医
療
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

訪
問
を
し
て
い
て
「
ど
う
も
薬

が
ち
ゃ
ん
と
飲
め
て
い
な
い
」、

「
薬
を
飲
む
と
体
調
が
悪
く
な

る
。」
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
近
く
の
薬
局

ま
た
は
病
院
の
薬
剤
師
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

介護、福祉タクシー開業

お 知 ら せ

平成１４年度 介護支援専門員実務研修受講試験
試験日時 平成１４年１０月２７日（日）を予定しています。

◆ ◆ ◆

徳島県理学療法士会
平成１４年度 リハビリテーション講座のお知らせ

（看護職や介護職を対象にした講座です）

AコースはH１４ ９／７，９／１４，９／２１，９／２８，１０／５，１０／１２
BコースはH１５ ２／１，２／８，２／１５，２／２２，３／１，３／８

健生病院にて実施いたします。

連絡先は、橋本病院リハビリテーション科 Tel ０８８‐６２６‐１５６７

鶯PTまでお問い合わせください。

薬
剤
師
が
行
う
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
つ
い
て

㈲
徳
島
け
ん
こ
う
企
画

薬
剤
師

山

口

康

史

頑頑張張っってていいるる
事事
業業
所所
のの
紹紹
介介

会員からのお便り
コーナー

施設見学会

安全・
安心！

（３）平成１４年６月２０日 第７号徳島県介護支援専門員協会ニュース



編
集
後
記

介
護
支
援
専
門
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
も

第
七
号
を
迎
え
ま
し
た
。
介
護
保
険
の

ス
タ
ー
ト
よ
り
三
年
目
、
制
度
に
も
慣

れ
、
更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
向
け

て
邁
進
す
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

さ
て
、
十
四
年
度
早
々
に
は
一
次
判
定

ソ
フ
ト
の
改
訂
版
の
概
要
が
示
さ
れ
、

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
追
わ
れ
て
い
る

施
設
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
調
査
項
目

を
六
項
目
追
加
、
十
二
項
目
削
除
し
、

計
七
十
九
項
目
と
し
た
②
樹
形
図
の
変

更
③
二
次
判
定
用
審
査
会
資
料
へ
の
補

足
の
三
点
と
あ
り
ま
す
。
気
に
な
っ
て

お
り
ま
す
「
痴
呆
症
状
」
の
反
映
に
つ

い
て
は
や
や
不
安
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
も
そ
も
介
護
の
必
要
度
を
段
階

付
け
る
と
い
う
こ
と
に
未
だ
疑
問
を
感

じ
て
も
お
り
ま
す
が
、
一
ケ
ア
マ
ネ
と

し
て
そ
ん
な
時
代
錯
誤
な
こ
と
を
言
っ

て
い
る
場
合
で
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

改
訂
版
の
熟
知
に
勤
め
た
い
と
思
い
ま

す
。（
笑
）

こ
の
よ
う
に
今
年
度
も
何
か
と
慌
た

だ
し
く
な
り
そ
う
で
す
が
、
広
報
委
員

会
と
し
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
活
躍
の

様
子
や
意
気
込
み
、
幅
広
い
情
報
を
多

数
掲
載
し
、
様
々
な
分
野
で
活
動
す
る

協
会
の
皆
様
の
活
力
剤
に
な
れ
ば
、
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
か
ら

の
ホ
ッ
ト
な
情
報
も
大
歓
迎
で
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「介護支援専門員実務者の集い」Part２の開
催にあたり、－☆悩んでいること・聞きたいこ
と・言いたいこと何でもどうぞ－コーナーに寄
せられた声です。

①聞き取り調査で、家人から困っている痴呆症状の
現状の内容を十分に引き出せていないのではない
かと心配しています。
②痴呆老人の介護度が相変わらず軽く出てきていま
す。介護度が低い為に必要なサービスを利用でき
なくて家人が悩んでいる声が聞かれますが、皆様
の担当している方ではそのようなケースはありま
せんか。
③地域のどのような人を対象に、どのような活動を
しているのですか。悩み事の相談、定期訪問でしょ
うか。また、情報源はどこからでしょうか。
④介護保険制度について地域の方々に説明をされて
いますか。また、質問を受けますか。
⑤活動は、ボランティアでしょうか。

参加された会員さんは、この内容について改めて話し
合わなくても当日、市場町・徳島市渭北・佐那河内の民
生委員さん、県社協の森さんとの交流会でそれぞれの活
動に何らかの答えが見出せたようでした。
なお、参加できなかった会員さんには、講師の伊勢民
生委員さんが下さった資料の一部を抜粋しますので、参
考にしてください。

○介護保険における民生委員・児童委員の役割
�制度の周知と利用促進のための役割
�見守りや励まし等の役割
�代理者的な役割
�代弁者としての役割
�他の社会資源活用促進のための役割

○介護を要する高齢者等や家族への相談・支援活動
の展開
�要介護者等のニーズ把握
�要介護者やその家族等への相談・支援活動
�関係機関・団体等との連携

○介護に関わる周辺課題と民生委員・児童委員活動
の展開
�予防や健康増進活動の展開
�高齢者等の権利擁護の促進

「介護保険における民生委員・児童委員活動の取り組
み」より抜粋

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
は
や
、
二
年
余
り
が
経
ち
ま
し

た
。私

達
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
あ

の
膨
大
な
量
の
事
務
作
業
や
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
も
大
分
慣
れ
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
運
用
に

向
け
て
、
あ
る
程
度
は
貢
献
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
提
案
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
中
身
は
？
と
い
う
と
、
フ
ォ
ー

マ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
込
む
の
み
で

問
題
の
解
決
を
妥
協
し
て
し
ま
い
、

通
り
一
遍
の
プ
ラ
ン
し
か
用
意
で

き
て
い
な
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も

少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

ま
た
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者

を
取
り
ま
く
環
境
や
ニ
ー
ズ
は
さ

ま
ざ
ま
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
ど
ん
な
に
頑

張
っ
て
も
、
介
護
保
険
制
度
の
利

用
だ
け
で
は
と
て
も
支
え
き
れ
な

い
と
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
去
る
平
成
十
四
年
一

月
十
九
日
に
「
高
齢
者
を
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
…
も
っ
と
社
会
資

源
を
知
ろ
う
…
」
を
テ
ー
マ
に
、

介
護
保
険
が
始
ま
る
ず
っ
と
以
前

か
ら
地
域
の
高
齢
者
を
支
え
る
活

動
を
し
て
こ
ら
れ
た
徳
島
県
民
生

児
童
委
員
協
議
会
会
長
の
伊
勢
悦

子
先
生
と
、
徳
島
県
社
会
福
祉
協

議
会
主
事
の
森
先
生
を
お
招
き
し

て
、
講
演
会
と
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

膝
と
膝
を
つ
き
合
わ
せ
て
本
音

で
語
れ
る
よ
う
に
と
再
び
「
集

い
」
形
式
で
行
っ
た
と
こ
ろ
七
十

一
名
も
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
民
生
委
員
さ
ん
の
参
加

は
十
五
名
で
、
徳
島
市
渭
北
地
区
、

佐
那
河
内
村
や
市
場
町
か
ら
も
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
は
、

施
設
見
学
も
兼
ね
て
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
の
徳
島
市
生
涯
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
健
康
館
」で
行

い
好
評
で
し
た
。

は
じ
め
に
、「
民
生
委
員
の
活

動
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
望
む
こ

と
」
と
題
し
て
伊
勢
先
生
よ
り
、

次
の
よ
う
な
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

民
生
委
員
は
こ
れ
ま
で
受
け
持

ち
地
区
の
要
援
護
高
齢
者
等
へ
の

友
愛
訪
問
や
安
否
確
認
・
福
祉
制

度
利
用
の
申
請
に
際
し
て
の
支
援

等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
介
護

保
険
制
度
の
実
施
に
当
た
り
、
民

生
委
員
自
身
が
制
度
を
十
分
に
知

る
こ
と
、
そ
し
て
、
制
度
の
周
知

と
利
用
促
進
の
た
め
の
活
動
へ
と

役
割
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
る
よ
う
見
守
り
役
や
励
ま
し

役
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

今
日
こ
こ
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

共
に
研
修
で
き
た
こ
と
は
、
大
変

意
義
の
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
、
お
互
い
に
地
域
の
要
介

護
高
齢
者
等
を
支
援
す
る
仕
事

（
民
生
委
員
さ
ん
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
）
を
し
な
が
ら
ほ
と
ん
ど

接
点
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
を
機
会
に
是
非
、
連
携
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

続
い
て
森
先
生
よ
り
「
高
齢
者

の
権
利
擁
護
・
地
域
福
祉
権
利
擁

護
事
業
に
つ
い
て
」
詳
し
く
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
地
域
福
祉
権
利
擁

護
事
業
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
る

方
、
お
ら
れ
ま
す
か
？
」
と
の
先

生
の
問
い
か
け
に
対
し
、「
言
葉

は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
内
容
は

よ
く
知
ら
な
い
」
と
い
う
参
加
者

が
大
方
で
し
た
。
先
生
か
ら
事
業

の
内
容
を
詳
し
く
説
明
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
、
苦
情
解
決
へ
の
手

伝
い
を
し
て
く
れ
る
場
と
し
て
、

運
営
適
正
化
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
利
用
の
仕
方
等
詳
し
く
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

先
生
か
ら
は
、
医
療
・
福
祉
・
保

健
と
異
な
る
職
種
の
専
門
職
が
、

要
介
護
者
等
の
支
援
と
い
う
同
じ

目
的
を
持
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
一

同
に
集
ま
り
、
情
報
交
換
や
研
修

の
場
を
持
つ
こ
と
は
他
に
類
を
見

な
い
こ
と
で
あ
り
、
非
常
に
意
義

深
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
の

継
続
と
益
々
の
発
展
を
見
守
っ
て

下
さ
る
と
の
励
ま
し
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
民
生
委
員
さ
ん
を
囲

ん
で
十
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
別

れ
て
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
併
設
の
支
援
事
業
者
に
所

属
し
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、

独
居
老
人
の
援
助
や
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
時
に
民
生
委
員
さ
ん
と
共
に

活
動
し
た
り
、
接
近
困
難
事
例
に

は
、間
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
援

助
に
繋
げ
た
事
例
も
あ
り
、
地
域

の
世
話
役
さ
ん
で
あ
る
民
生
委
員

さ
ん
は
、
私
達
に
と
っ
て
心
強
い

存
在
で
す
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。し

か
し
、
今
ま
で
交
流
が
な
く
、

お
互
い
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
全
く
知
ら
な
か
っ
た

と
い
う
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

等
の
医
療
系
や
、
介
護
保
険
制
度

開
始
時
に
新
し
く
開
設
し
た
事
業

者
所
属
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
多

い
よ
う
で
し
た
。

民
生
委
員
さ
ん
か
ら
は
、
受
け

持
ち
地
区
の
状
況
の
把
握
に
は
、

町
の
中
と
山
間
部
で
は
、
人
口
や

生
活
形
態
の
違
い
や
人
と
の
繋
が

り
が
違
う
こ
と
か
ら
、
か
な
り
差

が
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
こ
と
。

要
援
護
高
齢
者
の
買
い
物
や
、
散

歩
の
お
つ
き
合
い
、
庭
木
の
手
入

れ
、
屋
根
の
修
理
、
煙
突
掃
除
等
を

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
自
分
た
ち
に
は
強
制
力
が

無
く
、
何
ら
か
の
援
助
が
必
要
で

あ
り
な
が
ら
、
な
か
な
か
踏
み
込

め
な
い
家
も
中
に
は
あ
る
。
そ
う

い
う
事
例
の
場
合
に
は
、
む
し

ろ
、
介
護
支
援
の
プ
ロ
で
あ
る
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
た
い
と

思
う
。
さ
ら
に
、
訪
問
調
査
時
の

立
ち
会
い
、
受
容
困
難
な
事
例
に

は
、
要
請
が
あ
れ
ば
、
間
に
入
っ

て
協
力
を
お
し
ま
な
い
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
民
生
委
員

さ
ん
に
連
絡
を
す
る
場
合
、
一
つ

は
守
秘
義
務
の
観
点
か
ら
、ま
た
、

介
護
保
険
は
、
利
用
者
と
の
契
約

の
上
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
人
の
承
諾
の
上
で
行
う
の

が
前
提
で
あ
り
、
こ
の
点
を
ど
う

考
え
る
か
が
、
今
後
の
課
題
と
な

り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
、

ど
う
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

業
務
委
員
会
で
は
、
私
達
会
員

が
、
そ
の
時
直
面
し
て
い
る
問
題

や
悩
み
を
仲
間
に
話
し
、
そ
れ
を

参
加
者
で
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
、
皆
の
経
験
や
知
恵
を
語
っ
て

解
決
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
「
集
い
」
形
式
で
研
修

を
企
画
し
て
行
く
予
定
で
す
。
今

後
も
会
員
の
皆
さ
ん
の
声
を
事
務

局
へ
ど
ん
ど
ん
寄
せ
て
下
さ
い
。

徳徳
島島
県県
介介
護護
支支
援援
専専
門門
員員

協協
会会
会会
員員
職職
種種
別別
入入
会会
状状
況況

会
員
総
数

一
一
六
七
名

医
師

一
三
二
名

看
護
師

四
七
四
名

准
看
護
師

四
六
名

保
健
婦

四
九
名

助
産
婦

三
名

歯
科
医
師

一
九
名

歯
科
衛
生
士

一
八
名

薬
剤
師

六
二
名

理
学
療
法
士

三
四
名

作
業
療
法
士

五
名

言
語
聴
覚
士

一
名

精
神
保
健
福
祉
士

一
名

社
会
福
祉
士

一
〇
名

介
護
福
祉
士

七
〇
名

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

四
二
名

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等

一
六
名

生
活
相
談
員

三
七
名

寮
父
・
寮
母

三
五
名

栄
養
士
・
管
理
栄
養
士

二
一
名

柔
道
整
復
師

七
名

義
肢
装
具
士

一
名

鍼
灸
師

一
名

指
圧
師

一
名

施
設
長

五
名

そ
の
他

一
二
名

不
明

六
五
名

「「
実実
務務
者者
のの
集集
いい
ｐｐ
ａａ
ｒｒ
ｔｔ
２２
」」
をを
開開
催催
しし
てて

平平成成１１４４年年度度

徳徳島島県県介介護護支支援援専専門門員員協協会会
定定期期総総会会ののごご案案内内

日 時：平成１３年７月２０日［土］
場 所：ホテルクレメント徳島４F 徳島市寺島本町西１‐６１

ＴＥＬ：０８８‐６２２‐５１６１

●プログラム

４F
クレメントホール

４F
クレメントホール

４F
クレメントホール

４F
クレメントホール

●お申し込み方法
後日郵送にて、改めてご案内させていただきます。その際、
同封するはがきに定期総会・講演会・懇親会の出欠の有無と
住所・氏名をご記入の上、ご投函ください。締め切り７月５
日（金）
（ご欠席の場合でも委任状が必要ですので、ご記入の上
必ずご投函ください。）

●会費のお振込みについて
後日郵送します振込用紙にて年会費・参加費・懇親会費のお
振込みをしてください。（総会当日のお支払いでも結構です。）

●参 加 費／会 員 １，０００円 非会員 ２，０００円
●懇親会費／５，０００円

平成１４年度定期総会

講 演 �
「ケアマネリーダーとは」
会長 大 塚 智 子

講演�
「介護報酬はどうなる」
副会長 武 久 洋 三

懇 親 会

１４：００～１４：３０

１４：３０～１５：３０

１５：４５～１６：４５

１７：００～

声

第７号 平成１４年６月２０日（４）徳島県介護支援専門員協会ニュース


